









彫で表現するなどの独創がある（志賀 2002; 小田木 


























なかった（鄒ほか 1998; Bunker 1989; Bunker et al. 













ことができる。それぞれ A 類と B 類とし、以下に述
べる。













るところとなっている（Bunker et al. 2002, Nos. 68, 
75; 東京国立博物館 2005: 273, 口絵 18）。しかし、
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数 は 多 い が（Boardman 2010: 53-56, No. 191-216, 
Pl. 27-30）、発掘例を中心に主要なものを挙げるに留
める。





子山楚王陵考古発掘隊 1998: 17）。それぞれを A1a 、
A1b として以下に紹介する。
　 ま ず A1a（ 図 1-1） は、 長 さ 13.2 cm、 幅 6 cm、
厚さ 1.2 mm を測る。重量は、一方が 280 g、他方
が 275 g である (2)。双方とも鹿形怪獣の喉元に当た
る部分に孔が空いているが、着装時左側のものの方が
若干大きい。裏面は、粗い布が鋳出されたような状態




　 次 に A1b（ 図 1-2） は、 長 さ 13.35 cm、 幅 5.95 
cm、厚さ 3 mm である。重量は、一方が 389.5 g、







いう（志賀 2002: 91, 注 19）。劉戊は、紀元前 154
年に呉楚七国の乱に加担して死んでいる。したがって、







　一対で、青銅鍍金製である。長さ 11.2 cm、幅 5 
cm、厚さ 1.5 mm を測る。裏面の状態については情
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A3: MIHO MUSEUM 収蔵例（図 1-4）









































Museé Royal de Mariemont にも収蔵されている。銀
行家ストックレー A. Stoclet の個人蔵品として、早く
から知られていたものである（e. g. Borovka 1928）。






えられる（op. cit., 58, fig. 11）。やはり、遅くとも紀


















32, Pl. 6, 7）。個々に異なる点は少ないので、小論で
























所 1996: 715, 彩版 27, 28）。これらを B 類と関連さ
せれば、辛荘頭 30 号墓の年代観を援用できる。宮本
一夫は燕国の土器・青銅器の検討にもとづいて、辛荘
頭 30 号墓を「（紀元）前 3 世紀でも後半に近いない
し後半に入る段階」とする（宮本 2000: 214）。また、
石川岳彦は、紀元前 3 世紀後半としつつも、前漢時




紀元前 3 世紀の中でも後半頃のものとする (6)。
B2: ベルリン東洋美術館収蔵例（図 2-2）
　青銅製で、長さ 9.7 cm、幅 6.7 cm を測る（東京国


















前 3 世紀後半から 2 世紀初めと考えておきたい。
(3) 瀕死の鹿形怪獣紋の由来をめぐって
　以上、中国における瀕死の鹿形怪獣紋の帯飾板を挙
げてきた。A 類が紀元前 3 世紀末から 2 世紀前半、B
類は紀元前 3 世紀後半であるが、一部 2 世紀初め頃
まで下がる可能性もある。全体として、瀕死の鹿形怪




















































かしくないと考えている（柳生 2008; 2011: 233）。
2. S2 類：B 形帯飾板
　外形が横に倒した B 形を呈する帯飾板（以下、B 形
帯飾板）で、他の動物に襲われているように見える鹿
形怪獣を描写したものをこれに当てる。ここでは、材









る（Zavitukhina 1998: 143; 林 2006: 208）。金製品
で、透彫状を呈する。裏面は布目が鋳出されたような
状態であり、本例が失蝋失織技法で製作されたことを




















（Volkov 1967, ris. 21-1; 林 2006: 208-209）、内蒙古
自治区フルンボイル Khülönbuyir（呼倫貝爾）市のシ





博物館 1997, No. 212; cf. Boardman 2010: 75, Pl. 47, 
Nos. 351-354）。
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　このうち、発見地が他の例に比べてより限定される
















Bol’shoi Katandinskii kurgan で、1865 年にラドロフ
V. V. Radlov によって発掘されたものである（Kiselev 





























ション」に多数含まれている（Rudenko 1962, Tabl. 





は以前言及したように（柳生 2011: 231-233, 図 17, 
18）、パジリク 5 号墳出土資料（e. g. Rudenko 1953, 

















ル＝アイマグ Bayankhongor Aimag のバヤンゴビ＝ソ
ム Bayangov’ Sum で採集されたものという（Batsaihan 
2004: 55, No. 147, 148）。青銅鍍金製で、裏面には
布目があり、失蝋失織技法で製作されたことを示す。

















品々にしばしば見られ（Rudenko 1962: 32, ris. 35; 
林 2006: 207）、後述の S4 にも描写されている（図
3-6）。発掘例も少なくない。例えば、内蒙古自治区ウ
ランチャブ Ulaanchab（烏蘭察布）市所在の阿魯柴登
（田ほか 1986: 343, 346, 図版 16, 49）、西溝畦 2 号
墓（前掲書 , p. 354, 図版 116, 118, 119）、河北省易




たものがある（梅原 1960: 63-67, 図版 19）。この例は、
6 号墳における建平 5 年（紀元前 2 年）銘の前漢製





様は、紀元前 3 ～ 1 世紀に渡っている。

























か（Rudenko 1962, Tabl. IV-3）、出土例もある。例え
ば、陝西省銅川県の棗廟村墓地 25 号墓（陝西省考古
研究所 1986: 9, 図 4-17）や、ザバイカリエの匈奴墓
地、ディレストゥイ Dyrestui 墓地 7 号墓（Minyaev 






　S4 の年代については、紀元前 4 ～ 3 世紀とされ









1. S5：フィリッポフカ Filippovka 1 号墳（図 4-1）
　フィリッポフカ墓群は、ロシア西部のオレンブル
ク Orenburg 州の州都オレンブルクから 100 km ほど
西、ウラル河とイレク河の合流点近くに位置してい
る。1986 年～ 1990 年に調査されたもののうち、最
も大きな墳丘を持つのが 1 号墳である。羨道を持つ
墓壙は盗掘されていたが、南側にある羨道や、西側の











元前 4 世紀に位置づけられる（Pshenichniuk 2000: 
29-30）。



















164-165）、ジュロフカ Zhurovka 401 号墳（Jacobson 
1984, Pl. 6）、アク＝メチェト Ak-Mechet（Piotrovsky 
et al. 1986, Pl. 101）、エリザヴェトフスキー＝クルガ


































































た（図 5-1）。その後、1993 年にはアク＝アラハ Ak-
Alakha 3 号墓地 1 号墳では女性の（図 5-3）、1995




5-2）とパジリク 5 号墳における男女の被葬者（図 6）
も文身を彫っていたことが明らかになり、文身の見ら
れる被葬者遺体は 6 体を数えるに至った（Barkova et 
al. 2005）。このうち、小論にとって特に重要なのが、
パジリク 5 号墳の被葬者に彫られた文身である。
1. パジリク 5 号墳の被葬者の文身
　1949 年に発掘されたパジリク 5 号墳の被葬者は、
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ク 2 号墳、アク＝アラハ 3 号墓地 1 号墳、ヴェルフ













注目されるのは、パジリク 2 号墳、パジリク 5 号墳、
アク＝アラハ 3 号墓地 1 号墳、ヴェルフ＝カルジン








パジリク 5 号墳である。両者の年代差は、49 年ある
いは 50 年である。アク＝アラハ 3 号墓地 1 号墳と
ヴェルフ＝カルジン 2 号墓地 3 号墳は、パジリク 2
号墳の造営後、約 20 年してほぼ同時に造営されたと
いう（Barkova et al. 2005: 58）。つまり、4 基の造営は、
パジリク 2 号墳→アク＝アラハ 3 号墓地 1 号墳→ヴェ




















L. L. Barkova とパンコヴァ S. V. Pankova は、中国と
その周辺からの影響を想定している。文身の動物闘争
紋について、１）複数の動物が襲いかかるという構成
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は、雲南省晋寧県石寨山墓地で出土した多くの青銅
器に描写された動物闘争紋に類似する（e. g. 張 1998: 
84-87, 図版 91-96）、２）襲いかかる動物の姿勢、特
に後脚の配置は、漢代の方格規矩四神鏡や獣帯鏡に
見られる白虎のそれに共通する（e. g. 岡村 1984, 図
12, 図 13-1, 2, 3）、３）虎の縞の表現は、内蒙古自治
区の西溝畔 2 号墓出土帯飾板に描写されたそれに最
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京国立博物館 2004, No. 63）に依拠し、重量のみ専論の
記述によった。
(3) 長さ・幅・重量については『世界四大文明 : 中国文明展』
の記述（鶴間 2000, No. 75）に依拠し、厚さのみ専論の
記述によった。





（朱ほか 1983: 23, 図 2, 図版 5-2, 図版 6-4）。
(6) 燕下都辛荘頭 30 号墓では、さらに興味深い飾板が出土
している。長さ 5.8 cm、幅 3.7 cm と帯飾板としては小
さすぎるが、報告書における記述と簡略な図によると、
牛のような角を生やした馬が対称的に描写された飾板で
















(9)S2a の複雑さは、後述する S4 やそれに関連する例に通じ
るものが感じられる。S2a は、それらの直前に位置づけ
られる祖型のようなものと言えるかもしれない。
(10) ザヴィトゥーヒナ M. P. Zavitukhina は、ヴェルフネ
ウディンスク採集品の年代を紀元前 5 ～ 4 世紀とする
（Zavitukhina 1998: 147）。このような年代観は、2000
年代までは一般的なものであったようで、カタログの解















墓である、バシュアダル Bash-Adar 2 号墳、トゥエクタ




ものに似ている（e. g. 図 1, 2）。
(14) ハカーマニシュ朝美術、あるいはそれに影響を受けた
中央アジアや、草原地帯の動物紋に見られる筋肉表現を
思わせる（林 2006: 120, 180-181, 192-193）。しかし、
文身の紋様では初めてのものである。
(15) 残念ながら、暦年代はまだ確定していない。そのため
に放射性炭素年代測定が繰り返し行われ（e. g. Mallory et 
al. 2002; 林 2006: 199-200; 雪嶋 2008: 41-42）、また考
古美術の側からも年代推定が試みられているのである（柳
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